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CDPフォレスト（木材）において、持続可能な森林経営が認められ、 
最高評価「Aスコア」を獲得 

 
 

 
2022 年 12 月 13 日、日本・東京都 
王子ホールディングス株式会社（社長：磯野裕之） は、このたび、国際的な非営利組織 CDP※1 より、フォレスト（木
材）に関するコーポレートサステナビリティにおいて、透明性とパフォーマンスにおけるリーダーシップが認められ、
2022 年最高評価である「A リスト企業※2」に、初めて認定されました。 
 

 
※1 CDP の環境情報開示とその評価プロセスは、企業の環境報告におけるゴールドスタンダードとして広く認知され

ています。CDP は、企業行動に関する最も豊富で包括的なデータセットを保有しており、独自の開示プロセスと
方法論は、高いレベルの信頼を生み出しています。2022 年には、130 兆米ドル以上の資産を持つ 680 社以上
の機関投資家と、6.4 兆米ドルの調達支出を持つ 280 社の大手購買企業が、CDP のプラットフォームを通じて
環境への影響、リスク、機会に関するデータの開示を要請し、過去最高の約 18,700 社の企業がこれに応じまし
た。 

※2 世界の 330 を超える企業が、CDP 気候変動、フォレスト、水セキュリティの A リストに認定され、環境問題に対
する透明性と活動のグローバルリーダーとして認められました。A リスト企業のうち、91 社が日本企業であり、世
界で最多となっています。また日本企業の気候変動 A リストは 74 社、フォレスト A リストは 4 社、水セキュリティ
A リストは 35 社であり、いずれも世界で最多となっています。 

 

王子ホールディングス株式会社 代表取締役社長・グループCEO 磯野 裕之のコメント 
「CDPフォレストAスコアを初めて獲得したことは大変な喜びであり、誇りに思います。私どもは、2022年5月に王子グ
ループの存在意義（パーパス）として、「森林を健全に育て、その森林資源を活かした製品を創造し、社会に届けること
で、希望あふれる地球の未来の実現に向け、時代を動かしていく」を掲げました。今回のAスコア獲得は、王子グルー
プの存在意義を実践する全従業員の励みになり、今後も引き続き、持続可能な森林経営を続けていきます。」 
 
王子ホールディングスについて 
1873年（明治6年）に設立された「抄紙会社」をルーツとするグローバル総合製紙メーカー。日本の民間企業最大とな
る約573千haにも及ぶ森林を保有し、森林を健全に育て、森林資源に根付いたモノづくりを通じて、経済発展を支えて
きました。現在は製紙事業のみならず、段ボールをはじめとするパッケージング事業やパルプ事業、再生可能エネル
ギー事業など、事業領域を拡大しながら、培った技術を積極的にグローバル展開しています。さらには、木質由来の
バイオマスプラスチック、セルロースナノファイバーの開発など、未来を担うグリーンイノベーションを推進し、サステナ
ブルな社会の実現を目指しています。https://www.ojiholdings.co.jp/ 
 
 
王子グループの環境活動事例 
統合報告書2022、31‐34頁「豊かな森づくりと資源循環、生態系への配慮」
https://investor.ojiholdings.co.jp/ja/ir/library/integrated.html 
 
サステナビリティレポート「生物多様性保全」 
https://ojiholdings.disclosure.site/ja/themes/182/ 
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CDP 企業・サプライチェーン担当グローバルディレクター／デクスター・ガルビン 
「今年 A リストに認定された企業の皆様、おめでとうございます。環境関連情報の開示と透明性は、ネットゼロかつネ
イチャー・ポジティブである未来に向けた重要な第一歩です。 
異常気象から前例のない自然の損失まで、世界中で環境への懸念がますます高まっている年において、変革的で喫
緊かつ協力を通じた変化の必要性はこれまで以上に重要になっています。2030 年までに世界全体の温室効果ガス
の排出量を半減し、森林減少をなくすとともに、同時に水セキュリティを達成する必要があります - 自然（への取り組
み）なくして 1.5°C への道はありません。 CDP が、気候、フォレスト、水への取り組みにおいて、リーダーシップのレ
ベルとされる水準を適格なものに引き上げ続ける中、A リスト企業、さらには A リストを目指す企業からも、同様に野
心と行動がみられることを期待しています。 」 
 
以上 

 2022 年 CDP A リスト企業の完全なリストは、こちらからアクセスできます。
https://www.cdp.net/en/companies/companies-scores  

 CDP A リストの評価方法ならびに評価基準の詳細は、こちらをご参照ください。
https://www.cdp.net/en/companies/companies-scores 

 

本件に関する問い合わせ先 

王子ホールディングス株式会社 
サステナビリティ推進本部 広報 IR 部 

TEL：03-3563-4523  E-mail：oji-holdings@oji-gr.com 
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